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国民に広く鍼灸医療を利用してもらうためには

今、鍼灸界は何をしなければならないのか

―鍼灸医療に関するアンケート調査からの一考察―
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1.は じめに

第 6回目の報告 (その 6「鍼灸医療の認知度」)

では、主として鍼灸医療に対する国民の認知度

について報告した。鍼灸医療は日本の伝統医療

であることから、誰でもその内容を知っていて

当たり前のように思われていたが、結果は必ず

しもそうではなかった。鍼灸治療の内容を知ら

ない者が約半数いたことは、いかに鍼灸情報が

不足しているかを如実に示すものであった。

このように鍼灸医療に対する認知度は、大変

低いと言わぎるを得ない状況にある。また、鍼

は痛い、灸は熱い、鍼灸は非衛生的、しかも古

くさいというイメージがまだ残っていること、

さらに鍼灸治療の効果が十分知られていないこ

と、等について紹介した。

こうした鍼灸医療に対する認知度の低さが、

鍼灸医療の需要における負の要因であることを

示唆する結果であったが、もう1つ負の要因と

も言えるのが治療費である。治療費については、

以前から高いと指摘されている。一部保険取り

扱いができるが、種々の制約から活発ではない。

現行の国民皆保険制度下では、医療費に比べ

て、鍼灸治療の治療費は割高感を与える。その

ことが需要喚起のブレーキになっていることは

確かであろう。

そこで、今回は鍼灸治療の治療費に焦点を当

て、治療費の実態と認識について検討したので

紹介する。

2.鍼灸医療における治療費の調査

1)研究 Bの調査 (2000年度 )

(1)1回の治療費

研究Bの調査 (2210通のうち回収された調査

票は1319通、回収率は59.7%)で は、 1回の治

療費で最も多かった治療費は3001～ 4000円 で

33.8%、 次いで2001～ 3000円で26.1%、 1001～

2000円 が15.9%、 4001～ 5000円 が11.0%であっ

た (表 1)。

業団では治療費をおおむね4000円前後で設定

している。ここでは3001～5000円の範囲内の治

療費を標準治療費とすれば44.8%でほぼ半数を

占めた。一方、5001円 を超える高い治療費は

4.9%と低く、2000円を切る安い治療費は24.2%
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と比較的高い出現率であった。

本研究の調査対象では、保険を取り扱ってい

る率は約 3割 (29.1%)で 、残る7割は自由診

療であった。このことから表 1の治療費でおお

よそ3001円以上は、自由診療における治療費と

みなすことができる。

(2)治療費の評価と妥当な治療費
次いで、現在受けている鍼灸治療の治療費に

対する評価をしてもらったところ、「このまま

でよい」は52.0%で最も多く、「もう少し高くて

もよいと思う」が3.6%、 「もっと高くてもよい

と思う」が1.7%で あった。逆に「もう少し安

くてもよいと思う」が28.8%、 「もっと安くて

もよいと思う」が13.9%で あった (表 2)。 こ

のことから半数の受療者は現在の治療費はこの

ままでよいと受けとめているが、安くなればよ

いと思っている受療者も42.7%と 多かった。こ

の結果は、現在の治療費をこれ以上高くするこ

とはなかなかできないことを示唆している。

なお、石崎ら1)の分析によれば、「このままで

よい」とする群の平均治療費は3060円、「もう少

し高くてもよい」と「もっと高くてもよい」を合

わせた群の平均治療費は2927円 、「もう少し安

いほうがよい」とする群の平均治療費は3508円、

「もっと安くてもよい」とする群め平均治療費は

3310円であった。このことからおおむね3000円

前後の治療費が不満のない治療費であろうと考

えられた。

さらに 1回の鍼灸治療に支払う妥当な治療費

について尋ねたところ、「2001～3000円」が33.1%

で最も多く、次いで「lo01～ 2000円」力S23.6%

であった。標準治療費とした「3001～ 5000円」

は26.5%でやや低かった (表 3)。

これらのことから標準治療費とした「3001～

5000円」は、現行の国民皆保険制度下では受療

者にとってやや高いと感じている。前述した

表 1 1回の鍼灸治療に支払う治療費

表 3 1回の鍼灸治療に支払う妥当な治療費

金 額 (円 ) 合計 %
1000以下 105 8.3

1001-2000 ０
０
ハ
υ
０
４ 15.9

2001´-3000 332 26.1

3001´-4000 ０Ｏ
Ｊ
”
螢 33.8

4001-5000 140 11.0

5001-6000 30 2.4

6001´ウ7000 10 0.8

7001-8000 14

8001´-9000 3 0。2

19001-10000 3 0.2

10001,ス _L ０
０ 0.2

合計 (有効回答人数) 1273 100

(研究 B、 2000年度 )

表 2 治療費に対する評価
評 価 人数 %

もっと安くてもよいと思う 171 13.9

もう少し安くてもよいと思う ０
０
Ｅ
υ
つ
０ 28.8

このままでよい 637 52.0

もう少し高くてもよいと思う 44 3.6

もっと高くてもよいと思う 21 1.7

合計 (有効回答人数) 1226 100

(研究 B、 2000年度 )

金 額 (円 ) 人数 %
1000以下 159 14.7

1001-2000 255 ６０
０
０
４

2001-3000 357 33.1

3001´-4000 199 18.4

4001´V5000 87 8.1

5001-6000 12

6001-7000 7 0.6

7001-8000 2 0.2

8001-9000 0 0

9001´ウ10000 2 0.2

100011スコL 0 0

合計 (有効回答人数) 1080 100

(研究 B、 2000年度 )
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3000円前後が現状において妥当な治療費と考え

られていることが示された。

また、 1回の鍼灸治療に支払う治療費の限度

額について尋ねたところ、4001～ 5000円が29.7%、

次いで2001～ 3000円 が22.2%、 3001～4000円が

22.0%、 5001円以上が11.7%で あった (表 4)。

このことから5001円以上の治療費は支払い可能

な額を超えた治療費と言えよう。

以上の結果から、現状においては、受療者の

多くが、治療費はやや高いと感じながらも受け

た鍼灸治療に対しては妥当であると判断してい

ることがうかがえた。しかし、できればもう少

し安いほうがよいと考えていることがわかった。

この点について、石崎ら1)は詳細に検討し、受

療者が妥当と考える治療費の平均は、「もっと

安いほうがよい」と答えた群で2080円、「もう少

し安いほうがよい」と答えた群で2411円 、「こ

のままでよい」と答えた群で3046円、「高くて

もよい」と答えた群で3923円 であったとし、し

かも実際に支払っている治療費と妥当とする治

療費との間には有意な相関が認められたことか

ら、現行の治療費を基準に評価していることが

うかがわれた、と述べている。

いずれにしても、治療費の設定は需要喚起に

大きく影響を及ぼすだけに、割高感を与えたり、

支払い限度額を超えた額の設定はブレーキにな

る。適正な治療費の設定については、様々な角

度からの検討が必要である。この点について石

崎ら1)は、妥当と考える治療費と鍼灸治療に対

する満足度との関連性を分析し、両者間には有

意な相関が認められたとして、満足度が治療費

の評価に影響を及ぼすことを明らかにした (図

1)が、大変興味深い。

(3)受療者の経済状態
自由診療による治療では、必然的に治療費は

高くなる。従って、鍼灸治療を受療するには一

0 ほも
つ つ

が と
よ安
い い

図 1 治療費に対する評価

定以上の経済力が必要となる。そこで、受療者

に現在の経済状態に対する自己評価をVAS値

(0が最高に不満を表し、100が最高に満足)で

尋ねたところ、50か ら69ま では33.4%、 70以上は

29.8%、 49以下は36。9%であった (表 5)。 50～

69を普通の経済状態と見なして普通群とすると、

70以上は満足群、49以下は不満足群となり、こ

れら3群に分けて検討したところ、不満足群が

36.9%であった。この不満足群は当然ながら標
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表 4 1回の鍼灸治療に支払う治療費の限度額

金   額 (円 ) 人数 %
1000↓スT 46 4.6

1001-2000 98 9.8

2001-3000 221 22.2

3001´-4000 219 22.0

4001´-5000 296 29.7

5001-6000 38 3.8

6001´-7000 19 ■9

7001-8000 19 1.9

8001-9000 1 0.1

9001´-10000 36 3.6

10001lX」ヒ 4 0.4

合 計 (有効回答人数) 997 100

(研究 B、 2000年度 )
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準治療費を高いと感じるであろう。従って、こ

のことと前述したように治療費が今よりも安く

なればよいと思っている受療者が42.7%も いる

ことを合わせて考えると、適正な治療費の設定

や保険制度の拡充等が急がれる。

2)研究Aの調査 (2004年度 )
(1)1回の治療費
研究Aの調査 (2000人のうち1337人が回答 )

では、現在通院、もしくは過去 1年以内に鍼灸

治療を受療した85人に保険取り扱いについて尋

ねたところ、公的保険が適用されている者は

43.5%、 適用されていない者は47.1%で あった

(表 6)。 次いで 1回の鍼灸治療に支払う治療費

について尋ねたところ、最も多かった治療費が

「1000円以下」で30.6%、 次いで「1001～ 2000円」

が17.6%、 「2001～ 3000円」が11.8%、 「3001～

4000円」が17.6%、 「4001～ 5000円」が14.1%で、

5000円以下で約92%を 占めた。なお、標準的な治

療費とされている「3001～ 5000円」は31.7%で

あった (表 7)。

一方、治療費を保険適用の有無によって分け

て検討したところ、保険適用者では「lo00円以

下」、非適用者では「3001円 ～4000円」が最も

多く、両者の差異が明確であった (表 8)。

以上のことから、保険取り扱いの有無で 1回

の治療費は大きく異なることが明らかになっ

た。保険を取り扱わない自由診療での最も多か

った治療費は、研究Aの場合も、研究Bの場合

も「3001～4000円」であった。

(2)妥当な治療費
全員に 1回の治療費として妥当と思う額を尋

ねたところ、最も多かったのは「lool～ 2000円」

で25.1%、 次いで「2001～ 3000円」で22.4%、

「1000円以下」が20。7%であり、3000円以下が 7

割近くを占めた (表 9)。

表 5 現在の経済状態に対する自己評価

表 6 鍼灸治療における公的保険適用の有無

支払限度額 (円 ) 満足度 合計 %
0～ 9

不満足

49 4.0

9～ 19 52 4.2

20´ヤ29 76 6.1

30´-39 99 8.0

40-49 ０
０ 14.6

50´-59
普通

ワ
‘
０
４ 21.9

60´-69 143 11.5

70´-79

満足

155 12.5

80´ウ89 ０
４ 9.8

190´中99 53 4.3

100 40 3.2

合計 (有効回答人数) 1240 100

(研究 B、 2000年度)

適用の有無 人数 %
適用されている 37 ５０

０
И
仕

適用されていない 40 47.1

わからない 8 9。4

合計 (有効回答人数) 85 100

(研究 A、 2004年度 )

表 7 1回の鍼灸治療に支払う治療費
金 額 (円 ) 人数 %
1,000以下 26 30.6

1,001´-2,000 15 17.6

2,001´ -3,000 10 11.8

3,001´ -4,000 15 17.6

4,001´中5,000 12 14.1

5,001-7,000 2 2.4

7,001´-10,000 1 1.2

10,001-15,000 1 1.2

15,001´ウ20,000 0 0

20,001,ス」L 0 0

不   明 ０
０ 3.5

合計 (有効回答人数 ) 85 100

(研究 A、 2004年度)
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この結果は、前述したよ

うに研究Bの結果 (妥当と

考えられる治療費で、最も

多かった治療費が「2001～

3000円」、次いで「1001～

2000円」であり、3000円以

下が71.4%:表 3)と ほと

んど同じ結果であった。

以上のことから現状にお

いて受療者が考える妥当な

治療費は、標準的とされてい

る治療費 (3001円～5000円 )

よりは低いことが示された。

3.まとめと提言

前回 (その 6「鍼灸医療の認知度」)の報告

で鍼灸医療の認知度の低さが、鍼灸医療の需要

喚起の抑制要因であることを示唆したが、もう

1つの抑制要因が治療費である。鍼灸医療は、

多くの場合、自由診療であることから治療費は

必然的に高くなる。一部の疾患は保険取り扱い

ができるが、種々の制約から活発とはいえない。

従って、現行の国民皆保険制度下では、他の医

療費と比べると鍼灸治療の治療費は割高感を与

えてしまう。そのことがブレーキになっている

ものと考えている。

そこで、鍼灸治療の治療費について検討した

ところ以下のことが明らかになった。

1)治療費の実態
最 も多かった治療費は、おおむね3001～

5000円の範囲内であった。この治療費は業団が

提示している標準的な治療費に近い額であった。

しかし、この額は受療者に割高感を与えている

ようである。受けた鍼灸治療に対する治療費の

評価では、このままでよいと判断している受療
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表 8 保険適用別からみた治療費

表 9 1回の鍼灸治療に支払う妥当な治療費

者は多いものの、受療者が妥当と考える治療費

は、おおむね1001～ 3000円の範囲内であった。

すなわち、受療者は治療費が今よりももう少し

安くなることを願っている、いうことであった。

しかしながら、自由診療での鍼灸治療のコス

トパフォーマンスを考えると、治療費を標準的

な額より低くすることはきわめて困難な現状に

金 額 (円 )
保険適用 適用なし 不  明

人数 % 人数 % 人数 %

1,0001スT 23 622 1 2.5 2 25.0

1,001-2,000 9 24.3 Ｏ
υ 7.5 3 37.5

2,001´ -3,000 1 2.7 8 20.0 1 12.5

3,001´ -4,000 0 0 13 32.5 ９

″ 25.0

4,001´早5,000
９

″ 5.4 10 25.0 0 0

5,001´-7,000 0 0 2 5.0 0 0

7,001´早10,000 1 2.7 0 0 0 0

10,001-15,000 1 2.7 0 0 0 0

15,001-20,000 0 0 0 0 0 0

20,0011ス _L 0 0 0 0 0 0

不   明 0 0 3 7.5 0 0

合計 (有効回答人数 85人 ) 37 100 40 100 8 100

(研究 A、 2004年度 )

金 額 (円 ) 人数 %
1,000以下 277 20。 7

1,001´-2,000 335 25.1

2,001-3,000 299 22.4

3,001´-4,000 ０
０ 6.1

4,001´-5,000 53 4.0

5,001-7,000 15

7,001-10,000 1 0.1

10,001-15,000 ９

“ 0.1

15,001-20,000 0 0

20,001'ス _L 1 0.1

不   明 273 20.4

合計 (有効回答人数) 1337 100

(研究A、 2004年度)






